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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・鈴木　光様～主治医へ確認し北病棟への移動可となっている。
・若宮　洋様～療養環境変更の為、東Ⅾユニットから西Aユニットへ転出となる。
・織笠　健太郎様～面談実施し措置入院から医療保護入院へ切り替えとなる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。本日より10:00～12:00、14:00～16:00の開放観察の時間延長の指示あり。妄想に関する発言はなく、対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。本日9：00より終日隔離解除となり、20:00～6:00の時間隔離の指示あり。表情の硬さはあるが、妄想発言はなく対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前中は臥床して過ごす事が多く、奇声を発する事やドア蹴りはみられない。午後からは時折ドア蹴りする事はあるが、止める事はできている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～バイタルサイン異常無し。不調の訴えは聞かれないが、ケア時には苦痛表情・疼痛あり。点滴は本人の体動により接続部分からの漏れ見られる為、刺し替え行っている。
・八木橋　牧雄様～バイタルサイン異常は無いが、不調を訴え、臥床がちに過ごす。11:00八戸赤十字病院受診の為、外出に行かれている。
・小向　静江様～バイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下無し。時折マスク外しあり、介入要している。痰鳴あり、適宜吸引施行。白色～黄色の粘調痰多量に引かれる。ケア時にはスタッフを見ると「人殺しー」等暴言聞かれているが、拒否・抵抗は無い。
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。各食自力で全量摂取されている。スタッフへの依存的な発言聞かれている。
・切無沢　クマ様～食事は時間を要しているが、1/2～全量摂取し服薬の拒否もない。帰宅要求や独語はなく、疎通はとれている。引き続き、食事摂取量や精神症状の変化を観察していく。




・杉山　千廣様～排尿障害や放尿行為はみられていない。引き続き、排泄状況の観察を行っていく。
・十日市　伸子様～食事は介助にて2/3～全量摂取。オムツ内に失禁あり。肉眼的血尿持続、コアグラ少量あり。帰宅要求や他室侵入なし。引き続き、身体症状や精神症状の観察を行っていく。
＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様～臨時薬同内容で7日分処方。
・澤村　彬様～臨時薬同内容で7日分処方。
・織笠　健太郎様～臨時薬同内容で7日分処方。
・八木橋　牧雄様～臨時薬同内容で7日分処方。
・鈴木　光様～本人希望あり酸化マグネシウム(330)2T→3Tに増量、その他同内容で
　　　　　　　7日分処方。
・木村　正志様～臨時薬同内容で7日分処方。
・堤　ヨシヱ様～臨時薬一部変更、持参薬は当院へ切り替え7日分処方。
　　　　　　　　持参薬のビビアント錠のみ当院へない為、家族へ依頼している。
＜皮膚科診察情報＞
・織笠　健太郎様～背部に毛目性丘疹あり、ナジフロクリーム1本処方。
・杉山　千廣様～治癒。
・下道　重雄様～陰部は処置継続、仙骨部は治癒。
・三浦　幹様～両踵治癒。
・夏坂　浩美様～仙骨部は治癒。背部は褐色～暗紅色斑が多数播柱状に存在、
　　　　　　　　デルモゾールDP軟膏塗擦。
